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（心理小説として）
まト・え　が　き
田　代　幸　造
　Ulyssesの表現形式は多種多様である。俗語による会話体，新聞記事の形
式，裁判所の判決文，医学論文，教義問答体，死刑執行人の就職依頼の手紙文
etc．から戯曲形式に至るまで，およそ文章による表現形式で韻文以外の表現形
式（実はこの形式も部分的には使用されている）はすべて網羅されていると言
っても過言ではないだろう。表現形式が多様であると同じように，Ulyssesに
ついての解釈もまた多種多様である。あるものはそのsymbolismを，またあ
るものはそのnaturalismを，また他のものはそのstyleを，そしてまた他の
ものは古典Odysseyとのparallelismをそれぞれ強調している。それ等のおの
おのはいずれもUlyssesという文学作品の真相をよく把握しているとはいえ，
それはあくまでも一面の真相であるにすぎない。Ulyssesはその量が膨大であ
るばかりでなく，その含むところも彪大であって，まさに人生の再現そのもの
である。1904年6月16日の午前8時から翌17日の早朝までの約18時間における
ダブリンが，主として二人の人物一Stephen　DedalusとLeopold　Bloom－
（そして副次的にはMarion　Bloomも含めることが出来る）の心眼の網膜を
通して永遠の中の一点として定着されたものとUlyssesは一応見徹されるので
あって，したがってこの二人（彼女も含めて三人）の意識の流れがまた主要な
themeとなるのである。つまり読者はこの二人（乃至は三人）の人物の意識の
中に閉じ込められて，それらの意識の動きにつれて読者の心もまた動かねばな
らぬように仕向けられるのである。つまり読者はこの小説を味わい，理解する
のには，この二人（乃至は三人）の人物の意識に自らの意識を同化させなければ
ならないのであって，この意味において読者は作品への積極的な参加を強要さ
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?
れているのであると言うことができる。しかもJoyceはこの主要な二人の人
物を巧妙にも一体化させることによって“Everyman　or　Noman”（1）の意識の
動きを文学作品として固定化しようとした点において，Ulyssesを従来の心理
小説をはるカ「に凌駕した，画期的な作品とするのに成功したのである。したが
って人生の再現そのものと言ってもよい彪大なUlyssesの，やはり一面のみを
とり上げることにはなるが，まずわれわれはこの作品を一つの心理小説として
みることが，この作品を理解する第一歩であると思われるのである。そして
Ulyssesにおいて使用された様々な表現形式は，読者め作品への参加の仕方，
並びにその深さと作者Joyceの創作態度との相対的な関係において始めて，単
なる技法の博物館におちいることなく，それは生きた一つの文体としての生命
を得るζとが出来るのである。
　以下に順を追ってStephen　Dedalus，　Leopold　Bloom，　Marion　Bloomのそれ
ぞれの意識について観察を試み，最後にその意味について述べる。
（1）Stephen　Dedalusの意識
　海は生命の源であり，生命の母胎である，と同時にそれは生命を奪う存在で
もあるのだ。APortrait　of　the　Artist　as　a　Young　Man（以下Portraitと略
記）における気負いも，高揚した精神もくじかれたStephen　DedalusがUlysses
において登場するのはSandymount海岸の廃塔においてである。そこから見
渡せるダブリン湾は9日前に一人の人間の生命を奪った海であり，その海岸は
商人と船頭（businessman　and　boatman）とがその死体の浮かび上るのを待っ
ている海岸なのである。
　Two　men　stood　at　the　verge　of　the　cliff，　watching：businessman，
boatman．
　－She’s　making　for　Bullock　harbour．
　The　boatman　nodded　towards　the　north　of　the　bay　with　some　disdain．
　－There’s　five　fathoms　out　here，　he　said．　It’11　be　swept　up　that
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　way　when　the　tide　comes　in　about　one．　It’s　nine　days　today．
．　The　man　that　was　drowned．　A　sail　veerimg　about　the　blank　bay
・waiting　for　a　swollen　bundle　to　bob　up，　roll　over　to　the　sun　a　puffy
　face，　salt　white．　Here　I　am，（2）
　しかもこの海はStephenの同居人Buck　Mulliganによって“agreat　sweet
moth6r”，“our　great　sweet　mother”，“our　mighty　mother”（3）と称えられる
が，この言葉はStephenに死んだ母親のimageを想起させるきっかけとなる
のである。かくして海はStephenにとっては死を意味するものであり，Ulysses
は死の調べをもって始まるのである。
　Buck　Mulliganによって呼び起こされた母のimageはStephenの良心を
さいなむ母である。それは「とがめるように彼の上にかがみこみ」，「濡れた灰
の匂いがほのかにする息を吐く」母であり，「湾と水平線の作る環に抱かれた
暗緑色の水のかたまり」は死の床に横たわっていた「母が大声で坤きながら腐
りかけた肝臓の中から吐き出した緑色の胆汁」（4）を想起させるものであった。
　Stephenはパリに留学中のところを，母の危篤を知らせる電報でダブリンに
呼び戻されたのであったが，死ぬ間際の母親の最後の願い一死にかけている
自分のためにお祈りをしてもらいたいとゆう　　を頑固に，冷淡に拒んだので
あった。それは既にPortraitにおけるStephenに観られる“non　serviam”（5）
の態度が充分に暗示するものではあったが，しかしそれ以後はStephenの良
心の汚点となり，しこりとなってしつこくつきまとい，，この日（1904年6月16
日）においても彼の意識のleitmotifとなって去来するのである。そして母親
に対して拒んだその祈りの文句が，ちょっとした刺戟によって心に浮かぶので
ある。
Her　glazing　eyes，　staring　out　of　death，　to　shake　and　bend　my　sou1．
On　me　alone．　The　ghostcandle　to　light　her　agony．　Ghostly　Iight　on
the　tortured　face・Her　hoarse　loud　breath　rattling　in　horror，　while　all
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prayed　on　their　knees．　Her　eyes　on　me　to　strike　me　down．　五〃iata
㍑’〃antium’θoo勿ee∬orum　turma　6〃cumdit　：iubilantium’θv〃ginum．
cho〆％5　exciPiat．
　Ghoul　1　Chewer　of　corpses！
　No，　mother．　Let　me　be　and　let　me　live．（6）
　そしてまた図書館において，Hamlet論を展開した時にも，　Shakespeareの
妻Ann　Hathawayに話が及ぶと，母のimageがあらわれ，拒んだ祈りの文
句が彼の意識の表面に浮かび上ってくる。（7）そのimageは殆ど意識と無意識
との境界をさまよう泥酔状態においても，つきまとって離れることがない幻想
である。すなわち第15挿話の淫売宿における妄想となり，「（眼をきらめかせて）
後悔せよ1オー地獄の火よ1」と言って彼を責めるのである。（8）そしてまた
第17挿話において，Leopold　Bloomの家を出る時に鳴り響いたSaint　George
教会の鐘の音は，Stephenにとっては“Liliata　rutilantium＿”と聞こえ，俗
人Leopold　Bloomには“Heigho，　heigho＿”（9）と聞こえるのであった。この
Agenbite　of　inwit（良心の苛責）こそがStephen　Dedalusの意識の流れにお
いて1eitmotifとなっているのである。
　彼はUlyssesに登場する時“OIife！Igo　to　encounter　for　the　millionth
time　the　reality　of，experience　and　to　forge　in　the　smithy　of　my　soul　the
uncreated　conscience　of　my　race．”（10）とゆう高揚した精神も，気負いも見られ
ないのであるが，相変らず自我意識の強い，孤高の精神にこり固まった青年で
ある。Sandymountの廃塔には彼と，友人のBuck　MuIliganという医学生と
’イギリス人のHainesというアイルランド文学研究生との三人が共同生活をし
ているのであるが，この二者に対するStephenの態度はまさに孤高の精神の
あらわれであり，自我意識の殻に固くとざされている彼の姿である。また彼は
Mr．　Deasyの経営する学校で教鞭をとっているのであるが，その三度目の給料
を受け取る時，彼の意識に浮かぶものは，何人といえども自己の自由な精神を
束縛することを許さぬ強烈な自我意識であった。
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　The　same　room　and　hour，　the　same　wisdom：and　I　the　same．　Three
times　now．　Three　nooses　round　me　here．　Well．　I　can　break　them
in　this　instant　if　I　will．（11）
　つまり給料は彼にとって自分の首をしばる“noose”であり，自由を束縛す
る枷であるのだ。そして“Ican　break．them　in　this　instanta　if　I　will”とゆ
う自負は，また対人関係においては，常に身構えをする攻撃的な態度に通じる
ものである。Mr．　DeasyはStephenのこのような精神的傾斜をよく見抜い
て次のような忠告を彼に与える。すなわち“To　learn　one　must　be　humble．
But　life　is　the　great　teacher”．（12〕と。
　もち論このような忠告に素直に従うStephenではない。彼をしてこのよう
に攻撃的な意識に駆り立てるものは何だろうか。それは孤高の精神がひ弱な肉
体に宿ったことから生じる一種のinferiority　complexであり，更に前述の「良
心の苛責」がこれに拍車をかけているものと思われる。たとえば彼はHaines
と共に生活することを嫌って，そのことをMulliganに告げるのであるが，
Mulliganは彼に適当に調子を合わせながらもHainesを追い出そうとはしな
い。そこでStephenは‘‘＿You　saved　men　from　drowning．1’m　not　a
hero，　however．　If　he　stays　on　here　I　am　off．”（13）と言うのであるが，（事実
結果的には彼はこの塔を出ることになる）“drowning”とゆう言葉は9日前
にMaiden’s　rock沖で溺死した男への連想が作用して出てきた言葉ではある
が，事実Mulliganは人命を救ったのであろう。それにひきかえ彼は自分の
ひ弱な肉体に対するinferiority　complexを“1’m　not　a　hero”とゆう言葉で
Mulliganにぶっつけるのであり，同時にそこには「母のいまわの際にその魂’
を救うことも出来なかったくせに」とゆう自嘲の念がこめられてもいるのであ
る。このinferiority　colnplexはすでにClongowes　Wood　College　lこおける少
年期に観られるものであり，（14）それが「母の魂を救うことも出来なかったくせ
に」とゆう自嘲の念と融合する時にinferiority　complexはその極限に達する
のであり，次の引用文にそれがよく表わされている。
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　　　　Would　you　do　what　he　did　P　A　boat　would　be　near，　a　lifebuoy．　Natu〃ch，
　　put　there　for　you．　Would　you　or　would　you　not　P　The　man　that　was
　　drowned　nine　days　ago　off　Maiden’s　rock．　They　are　waiting　for　him
　　now．　The　truth，　spit　it　out．　I　would　want　to．　I　would　try．　I　am　not
　　astrong　swimmer．　Water　cold　soft．　When　I　put　my　face　into　it　in
　　the　basin　at　Clongowes．　Can’t　see！Who’s　behind　me　P　Out　quickly
　　quickly　1　Do　you　see　the　tide　flowing　quickly　in　on　all　sides，　sheeting
　　the　lows　of　sands　quickly，　shell7cocoa　coloured　？　If　I　had　land　under
　　my　feet，　I　want　his　life　still　to　be　his，　mine　to　be　mine．　A　drowning
　　man．　His　human　eyes　scream　to　me　out　of　horror　of　his　death．1＿
・With　him　together　down．－Icould　not　save　her（mother）．　Waters，
　　bitter　death：lost．（15）
　　溺死しかけている男を救うことをしたいとは息うが，自分にそれをする力が
ないとゆう口惜しさが，溺死人への同情となり，自分がClongowes　Wood
College時代に洗面器の水に顔をつけられた時の苦しさに連想が走り，そして
つい．には「母をも救うことが出来なかったじゃないか」とゆう「良心の苛責」
へとそれはつらなるのである。
　　このような意識が弾烈な自我と孤高の精神とに合致するところに彼の攻撃的
な性格の特徴があるのだ。たとえば第15挿話の淫売宿で，先に述べたように彼
を責める母のimageが浮かぶと，同時にまた母に対して言うことが出来なか
　　　いった例の祈疇文が彼だけの耳に聞こえてくるのである。“Liliata　rutilantiufn
te　conffessorum．　Iubilantium　te　virginum＿”と。そしてそこに浮かび上る
母のimageは，“Who　saved　you　the　night　you　jumped　into　the　train　at
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　りDalkey　with’Paddy　Lee？Who　had　pity　for　you　when　you　were　sad
among　the　strangers　？　Prayer　is　all　powerful・Prayer　for　the　suffering
souls　in　the　Ursulfne　manua1，　and　forty　days　indulgence．　Repent．　Stephen・・
（16）と言づて彼を責めるのであっ．て，それは彼が，Catholicismの信仰を捨て
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たことへの苛責の念へと拡大されて，っいに彼は耐え難くなり　“Nothung”
とゆう悲鳴とともに夢中でトネリコのステッキでBella　Cohenの店のシャンデ
リアを打ちこわしてしまうのであった。つまり「良心の苛責」が折あるごとに
彼の意識に浮かんで来ては，彼の思考の方向を決定づけ，ひいては彼の性格を
も規定するに至っているのである。
　Stephenは文学青年であり，その思考の方向は一切の事物を抽象化し，普遍
化しようとする傾斜を持つものである。外界の刺戟に反応する彼の意識の流れ
は，おのずからこの方向を指向していることが全篇を通じてうかがうことが出
来る。このことは，たとえば第3挿話における浜辺での彼の冥想及び第9挿話
における図書館での彼のHamlet論を聞けば充分であろう。また第17挿話に
おいてはJoyceが作者の立場からStephenの性格を次のように説明している’
のである。
　He（Stephen）affirmed　his　significance　as　a　conscious　rational　animal
proceeding　syllogistically　from　the　known　to　the　unknown　and　a
conscious　rational　reagent　between　a　micro－and　a　macrocosm　ineluctably
constructed　upon　the　incertitude　of　the　void．（17）
　彼の意識の流れはまた，過去の追想によって規制されている。そしてそれは
常に前に述べた自己の肉体へのinferiority　complexと結びついているところ
に彼の特徴がある。この意味では，彼の現在は常に過去によって条件づけられ
ている，と言うことが出来る。そして現在どは，未来がそこを通って過去に編入
される一つの門でもある。つまり未来と過去とは，現在において相合するので
あり，それは「想像力の灼熱した瞬間において可能となるのである。」Stephen
は言う“In　the　intense　instant　of　imagination，　when　the　mind，　Shelley　says，
is　，a　fading　coal　that，which　I　was　is　that　which　I　am　and　that　which　in
possibility　I　may　come　to　be”（18）と。つまり彼には可能な未来を垣間見る瞬
間においても過去の影が濃厚に漂よっているのである。“Iam　another　now
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and　yet　the　same”（19）とゆう意識はかくして生じてくるのである。過去は現
在と同席し，意識の面では同一平面上に存在するのである。第7挿話において
新聞社の編集長に，Mr・Deasyから依頼されてきた論文をその新聞に掲載して
くれるように頼むときに，編集長の“Iwant　you　to　write　something　for
me．　Something　with　a　bite　in　it．　You　can　do　it．1　see　it　in　your　face．”（20）
（イタリックは筆者）とゆう言葉によって，少年時代Clongowes　Wood　College
でくわえられた答刑へのにがにがしい思い出に彼の意識が向くことはLeon
Edelの詳しく説明する（21）ところである。
　以上観てきたように，Stephen　Dedalusの意識を支配するものは母のための
お祈りを拒んだことによる“Agenbite　of　inwit”であり，これを中心の軸とし
てその他の過去の苦い思い出とarrogantな性向とが渦ず巻いているのであ
り，それが三段論法的な抽象癖によって色づけされているのである，と言うこ
とが出来るだろう。
（2）Leopold　Bloomの意識
　Leopold　Bloomの意識は多くの点でStephenのそれとは対照的である。
Stephenのそれは文学青年的であるのに対して，　Leopoldのそれは家庭を持っ
た中年男の俗人的なそれである。Stephenが外的刺戟をすべて抽象化しようと
するのに対し，Leopoldのそれは即物的であり，外的刺戟をすべてそのま㌧蓄
えようとする。Stephenの意識のleitmotifが死んだ母への良心の苛責とゆう
宗教的（広い意味での）なものであるのに対して，Leopoldの場合には，それ
は妻を寝取られたcuckoldの意識である。
°彼の妻￥arion　Bloomが読者に紹介されるのは，第4挿話においてまだベ
ッドに入っている姿でであって，実は既にこの時にそのことは暗示されるので
ある。つまりLeopoldが朝，手紙を彼女の寝室（もち論彼のでもあるのだカめ
に持って行くのであるが，その中の一通に“bold　hand”でMrs．　Marionと
書かれてあるのを彼は見て「彼のはずむ心はすぐにしぼんでしまった」（22）ので
ある。というのも，その手紙こそが彼女の情夫であるBlazes　Boylanが，彼
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女が近く地方公演をすることになっている音楽会のmanagerとしての地位を
利用しての彼女への逢い引きの手紙にほかならないことを，彼は直観的に悟っ
たからである。そして結局この日（1904年6月16日）一日の彼の意識の布は，
cuckoldとしての悩みと自嘲とが基調となって織りなされるのである。
　彼はMolly（Marionの愛称なので以下この呼び方を使用する）とBlazes
Boylanとの逢い引きのことを考えまいとしても，彼の意識にはそのことが何
かのきっかけにふいに浮かんでくる。川に浮いているボートを利用した広告を
見ても，彼の連想はそれから藪医者が公衆便所に貼った淋病治療の広告へと移
り，それはMollyとBoylanとの逢い引きへとつらなってゆくのであった。
そしてまさかBoylanがその病気におかされていましまいかと心配になる。
　If　he＿
　O！
　Eh！
　No，．．　No．
　No，　no，　I　don’t　believe　it．　He　wouldn’t　surely　？
　No，　no．
　Mr　Bloom　moved　forward　raising　his　troubled　eyes．　Think　no　more
about　that，　After　one．　Timeball　on　the　ballast　office　is　down．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な
Dunsink　time．（23）
考えまいとしてもBoylanのことが，そして寝とられ夫としての自らのあわれ
さが彼の意識から離れないのである。時刻はまだ一時である。それから一時間’
後・彼Leopoldは昼食をとりに入ったDavy　Byrneの店でNosey　Flynnに
あう。Nosey　Flynnは彼の妻Mollyの演奏旅行のことを尋ね，その主催者は
誰かと問う。そして彼の口からBoylanの名前がとび出した瞬間に，　Leopold
は妻の不貞を嫌でも応でも思い出すのである。
一26一
　Awarm　shock　of　air　heat　of　mustard　haunched　on　Mr　Bloom’s
heart．　He　raised　his　eyes　and　met　the　stare　of　a　bilious　clock．　Two．
Pub　clock　five　minutes　fast．　Time　going　on．　Hands　moving．　Two．
Not　yet，（24）
　MollyとBoylanとの逢い引きの時刻にはまだなっていない。しかし時は刻
一刻と進み，二人の逢い引きの時刻は迫りつつある。時計の針がそのことを無
情に示している。彼の心は苦悩にしぼむのである。そして午後9時。もう妻と
Boylanとの逢い引きはとうに終っている時刻だ。　LeopoldはSandymountの
浜辺（ここは昼間Stephenが遭遥した浜辺である）でGerty　MacDowellな
る少女を見て欲情にかられる。ふと自分の時計を見るとそれは4時半でとまっ
ている。奇しくもそれは妻とBoylanとの逢い引きの時刻ではなかったか。当
然のことながらLeopoldは連想するのである。
　Funny　my　watch　stopped　at　half　past　four．　Dust．　Shark　liver　oiI
they　use　to　clean　could　do　it　myself．　Save．　Was　that　just　when　he，
she　？
　0，he　did。　Into　her．　She　did．　Done．
　Ah！（25）
　そして夜の12時，Bella　Cohenの店でまたしても，それは幻想となり，妄
想となり，思考となって，再びその姿をあらわすのであった。
’寝とられ夫としてのimageに次いで，　Leopoldの意識を占有しているの
は死んだ息子Rudyの思い出である。それはまずPaddy　Dignamの葬式に行
く馬車の中からStephen　Dedalusの姿を望見して，そのことを同席していた
父親のSimon　Dedalusに彼が告げると，　Simonはしばらくの間は吾が子
StephenにまつわるBuck　Mulliganの悪口を述べ立て，吾が子への愛情を示
すのであるが，それを聞いているLeopoldはSimon　Dedalusのことを「や
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かましい身勝手な男だ。自分の伜のことばかりで。」と内心で思うのである。
しかしすぐに「それでいいんだ。自分のあとをついでくれる者なんだから。」
と，Simonの気持に同情して自分にも息子のRudyが生きていてくれたらと
思うのであった。
　　If　Iittle　Rudy　had　lived．　See　him　grown　up．　Hear　his　voice　in　the
house．　Walking　beside　Mo11y　in　an　Eton　suit．　My　son．　Me　in　his
eyes・Strange　feeling　it　would　be．　From　me．　Just　a　chance．．．　I　could
have　helped　him　on　in　life．　I　could．　Make　him　independent．　Learn
German　too．（26）
と。そしてまた午後10時頃，Mrs．　Purefoy
の亡いことを嘆くのである。
を見舞いに行った産院でRudy
　No！Leopold！Name　and　memory　solace　thee　not：That　youthfuI
illusion　of　thy　strength　was　taken　from　thee　and　in　vain．　No　son　of
thyl・i・・i・by　thee・Th・・e　i・n・n・P・w　t・b・f・・L・・P・ld，　wh・t
Leopold　was　for　Rudolph．（27）
　そして亡きRudyに対する思い出はまた，おのずからRudy
Mollyとの幸福だった家庭生活へと彼の連想を導くのである。
誕生前後の
Iw・・h・pPi・・th・n・0・w・・th・t　l？0・am　l　n・w　1？Tw・nty・・ight
Iwas。　She　was　twenty－three　when　we　left　Lombard　street　west　some．
thing　changed，　Could　never　like　it　again　after　Rudy．　Can’t　bring　back
tilne．　Like　holding　water　in　your　hand．　Would　you　go　back　to　then　？
Just　beginning　then．（28）
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彼にとってRudyの死は妻Mollyとの夫婦としての生活の停止でもあったの
だ。朝食のための内臓を買いに行った時，隣…家の女中の“vigorous　hiPs”（29）
に視線がとまって彼女の後を追いかけようと思うのも，また上記引用文（28）
のようにMollyとの楽しかった生活を思い起すのも，あるいはまた，街を歩
いていて突然「抱擁の香りが彼をおそい，漠然と飢えた肉体を持って，沈黙の
うちに愛を熱烈に求める」（30）ようになるのも，このためなのである。そして
遂には，先に述べたGerty　MacDowe11によって駆りたてられた欲情は，彼
を自漬行為へと追いやらずには置かなかったのである。
　Mr　Bloom　with　careful　hand　recomposed　his　wet　shirt．　O　Lord，
that　little　lilnping　deviL　Bさgins　to　feel　cold　and　clammy．　After
effect　not　pleasant．　Still　you　have　to　get　rid　of　it　someway．（3エ）
　そしてびっこの美少女Gertyによって浜辺で駆り立てられた欲情は，また
してもcuckoldとしての自嘲へと彼の意識を向けるのであって，彼女さえも
彼が寝とられ夫であることに気がついていると思われるのであった。
　she（Gerty　MacDowell）noticed　at　once　that　foreign　gentleman　that
was　sitting　on　the　rocks　Iooking　was
　　　　　Cuckoo
　　　　　Cuckoo
　　　　　Cuckoo（32）
そして“Cuckoo”とゆう響きは，第15挿話，夜の街においてもまた，妻Molly
のベッドの真鍮の輪のキーキー鳴る音と混じり合って彼の脳裏をかすめ去るの
である。一面では妻との幸福だった過去の生活をなつかしみ，その反面ではあ
らゆる女性に対して肉欲的な想像を，寝る瞬間まで楽しんでいるのである。一
日の放浪が終り，すでに寝ているMollyのかたわらに逆の方向にもぐりこむ
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前に，その日変名で受信したMartha　Cliffordからの恋文を抽き出しにしまっ
て“The　possibility　of　exercising　virile　power　of　fascination　in　the　most
immediate　future　after　an　expensive　repast　in　a　private　apartment　in　the
company　of　an　elegant　courtesan，　of　corporal　beauty，　moderately　mercenary，
variously　instructed，　a　lady　by　origin”（33）と夢想を楽しむ彼であるのだ。
　彼はしかしながら，庭にあずまやを建てようかと考えたり，あるいは菜園で
も作ろうかと考えたりする善良な家庭人である面も持っているのである。（34）
その上妻のための朝食を整えて，妻がまだ寝ている間に買物に外出する時には，
妻をおこさないようにと注意して静かに戸をしめるのであり，妻の寝室に朝食
を運んだ時にはブラインドを上げようかどうかと，妻の意見を尋くやさしい心
の持ち主でもある。このことはW．Y．　Tinda11の指適するようにmasochism
のあらわれであると見られないこともない。（35）だが先に述べたように幸福だ
った妻との過去の生活が忘れられない彼にとっては，妻への愛情がそうさせた
ものと見る方が良くはないだろうか。一方では11年間も絶えている妻との夫婦
としての生活の代償を意識の中では求めながら，他方では妻への愛情は前と少
しも変らないとゆう矛盾は，彼の中では共存し得るからである。
　このような矛盾共存の例はたとえば，彼にとって動物の内臓は無上の好物で
あるのだが，一方Riffey河に飛ぶ鴎に餌を与えずにはいられない慈悲深さが
彼の心にあり，（36）又朝食の仕度をしながら猫にも食物を分け与える動物好き
な面が並存していることでもわかることである。（37）
　Leopold　Bloomの頭の中は，打度彼の抽き出しの中のように雑多で俗物的
である。その中には次のような品々が雑然と入れてあるのだ。その主なものを
列挙してみよう。
　Vere　Fosterの習字帳一冊，その数頁には娘のMillyが幼い頃に彼の肖像を
線画で描いた絵が相変らず残っている。
　イギリス女王Alexandraとモデル嬢Maud　Branscombeのそれぞれの写真。
　クリスマス・カードー枚，
　赤い封蝋のかけら。
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　“J”金ペン先1グロースの使い残りの入っている箱。
　古い砂時計一個。
　未開封の予言書一通。
　S．Kevinの慈善市の入場券一枚。
　幼児らしい書き振りの手紙一通。
　母の所有物だった浮彫員のブn一チー個。
　Martha　CliffordからHenry　Flower宛の手紙三通（彼はこの偽名でタイピ
ストである彼女との文通をひそかに楽しんでいる。そして実はこの日も
Westland　rowの郵便局に行って彼女からの手紙を受け取り，それに対する返
事を書こうとゆうことが，一日中彼の意識にこびりついていて，時折りそれが
明瞭に意識に浮かび上ってきたのであった。）
　週刊誌“Modern　Society”からの「女学校における体罰」とゆう論題の文
の切り抜き。
　ピンク色のリボンー本。
　ゴム製の予防具二個。
　オーストリア・ハンガリーの硬貨数枚。
　ハンガリー王室許可の宝籔二枚。
　倍率のひくい拡大鏡一個。
　狼写真二枚。　　　・
　古い赤革靴を新品同様にする方法を書いた新聞の切り抜き一枚。
　一ペニー切手一枚。
　自分の体格検査表一通。
そして以上の品々に（33）の引用文にある妄想を念頭に浮かべながら，朝受け
取って来たMarthaからの手紙を一通つけ加えたのである。また二番目の抽
き出しには，保険証，預金通帳，カナダ政府発行の国庫債券所有証書，墓地購
入に関する証書etc．の種々の文書類がっめこまれているのである。（38）
　以上の品々が示しているようにLeopold　Bloomの頭の中も雑然として色々
な事がつめこまれていて，彼の意識内容を構成しているのである。つまり，寝
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とられ夫としての自嘲と苦悩，妻へのfidelity，好色的で，かつ家庭的であり，
慈悲深くて，吝商で，そして計算高く，ちょっぴり科学的で，常識的であり，
攻撃的であるかと思えば善良な小心者である，といった具合なのである。
　たとえば彼は妻MollyにMetempsychosisのことをtransmigration　of
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じsoulSだと説明することはできるのだが，それ以上のことはわかっていない。（39）
またMrs．　Purefoyの難産の様子をMrs．　Breenから聞かされると，彼の連
想は子沢山の夫の肺病へと移り，肺病治療のための病院を税金で作るべきだ，
とちょっぴり政府を攻撃してそのために蓄えられるべき税金の計算をす早くす
るのである。
Th・y・・uld　ea・ily　h・v・big・・t・bli・hm・nt・・W与・1・thi・g　quit・
painless　out　of　all　the　taxes　give　every　child　born　five　quid　at　compound
interest　up　to　twenty－one，　five　per－cent　is　a　hundred’shillings　and　five
tiresome　pounds，　multiple　by　twenty　decimal　system，　encourage　people
to　put　by　money　save　hundred　and　ten　and　a　bit　twenty－one　lyears
want　to　work　it　out　on　paper　come　to　a　tidy　sum，　more　than　you
think．”（40）
　しかしながらこの引用文からもわかるように，彼の計算は常に尻切れである
のだ。彼の科学的知識もまた適当であり，曖昧である。たとえば朝喪服を着た
まま買物に出かけたので，暑さを感じて彼は思う。“Be　a　warm　day　I　fancy・
Specially　in　these　black　clothes　feel　it　more．　Black　conducts，　reflects
（refracts　is　it　？）the　heat．”（41）と。またWestland　rowの郵便局へMartha
からの手紙を受け取りに行く途中，やはり暑さが刺戟となってBelfast　4nd
・Oriental　Tea　Companyの前を通りながら南の楽園Ceylonのことを思い（こ
の連想はTeaからのものである），更に死海へと連想が移り，そこでは人間が
水に沈まないで浮いているとゆう光景を想像してその理由を考えるときも全く
同じように曖昧な知識を暴露する。“Ah，　in　the　dead　sea，　floating　on　his
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back，　reading　a　book　with　a　parasol　open．　Couldn’t　sink　if　you　tried：so
thick　with　salt．　Because　the　weight　of　the　water，　no，　the　weight　of　the
body　in　the　water　is　equal　to　the　weight　of　the．　Or　is　it　the　volume　is
equal　of　the　weight　？It’s　a　law　something　like　that．’（42）つまり一応の常
識を備えているように見えるのであるが，それ等はすべていい加減な雑なもの
であり，したがって自分の思考なり発言なりに何かしら権威を与えるためにか
えって半可通な物理の法則を思い浮かべてみたり，中途半端な計算をしてみた
りするのかも知れない。
　彼は女性を見ては肉欲的な想像をよくすることはすでに述べたところである
が，その行動は非常に控え目であり実際には妻以外の女性に対して行動をおこ
すようなことはしないのである。Marthaとの文通だけが唯一の例外である。
そのような彼もBarney　Kiernanの酒場で“Citizen”から散々Jewである
ことのはずかしめを受けた時には“Mendelssohn　was　a　jew　and　Karl　Marx
and　Mercadante　and　Spinoza．　And　the　Saviour　was　a　jew　and　his　father
was　a　jew・Your　God・”と，そしてまた“Well，　his　uncle　was　a　jew。　Your
God　was　a　jew．　Christ　was　a　jew　Iike　me．”（43）と言ってCitizenの無法な
悪口雑言に対しては杭弁する大担さを持っているのである。
　以上のような矛盾を内包するBloomの意識の流れが極めて巧妙に表現され
ているのが，第15挿話における夜の街での連想においてである。この挿話には
Leopold　Bloomの知っている殆どすべての人物が登場し，その日一日の彼の
連想や，彼が実際に遭遇した出来事が彼の意識の走馬灯の中を駆けめぐる有様
　　　が描かれていて，いわばUlysses全体の圧巻とでも言うべき挿話となってい
る。その表現手段もいわゆる「意識の流れ」の手法ではなく，劇形式をとって
いることでその効果は一層倍加されている。この挿話においてはLeopoldの
意識の変化が，彼自身の変身の形であらわされていて，それが劇形式なるが故
に対話とト書で表現されているので，われわれ読者は舞台の演技を見ているよ
うな具象的なimageを与えられるあである。
　その変身は，まずLeopoldは父親のRudolph　Bloomに叱られる小児に戻
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り，次に妻のMollyの尻に敷かれる夫となる。これは朝，彼女のための化粧
水を薬局に処方しておくように注文したまX，とうとうその日一日現物を受け
取りに行かなかったことが，善良な夫としてのLeopoldの意識にしみを残し
たためである。それからMrs．　Breenに出会って，彼女に自分の名前を大声
で呼ばれるので彼はびっくりして，“Not　so　loud　my　name．　Whatever　do　you
think　me？Don’t　give　me　away．　Walls　have　ears．　How　do　you　do？It’s
age　since　I．　Yoぜre　looking　splendid．　Absolutely　it．　Seasonable　weather
we　are　having　this　time　of　year．　Black　refracts　heat．　Short　cut　home
here．　Interesting　quarter，　Rescue　of　fallen　women．　Magdalen　asylum，　I
am　the　secretary＿（44）と言いわけをして妻にこのような場所に来たことを知
られるのを極度に恐れる小心な家庭人としての彼の意識があらわされる。しか
しその反面ではまた例の好色性が頭をもたげて，過去においてMrs．　Breen
（もち論その当時はお互に結婚前のことであるが）に対していだいたことのあ
る恋慕の情が彼の意識を動かして，しばらくの間彼女と腕を組み，過去の楽し
い思い出にひたる場面となる。
　次いで氏名詐称（Henry　Flowerという名前で文通しているための罪の意識
のあらわれ），挑発行為の現行犯として警官に補縛されて法廷に立たされる場
面へと展開してゆく。彼の意識の走馬灯には，今まで犯して来たと自分では思
っている数々の後暗い連想やら思考やらに対する裁判の場面が去来する。その
中でMrs．　Yelverton　Barry’が彼を“He　made　improper　overtures　to　me
to　misconduct　myself　at　half　past　four　p．　m．　on　the　following　Thursday
Dunsink　time．”（45）と言って告発するが，　Dunsink時刻の木曜日午後4時半の
密会とは明らかに，妻MollyとBoylanとの逢い引きが彼の意識にあって，
それが作用した彼の想像である。
　Leopoldの意識の走馬灯は廻り，彼はヨーロッパー流の人物となる。まず
Leopold　the　Firstに，次いでJ．」．0’Molloyから“ADaniel　did　I　say　？
Nay！APeter　O’Brien．”（46）と賞讃される名裁判官への変身にと彼の連想は
移り，そして再びそのことから裁判所の被告に立たされる自分を彼は見るので
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ある。そして彼は“（Blushes　furiously　all　over　from　front　to　nates，　three
tears　falling　from　his　left　eye．）Spare　my　past．”（47）と，裁判官はじめ並み
居る陪審員に容赦を乞うのである。しか彼の罪の意識（これはStephen　Ded・
alusにおける「良心の苛責」に相当するものであるが，それ程激しいもので
はない）はついに，淫売宿の女主人Bella　Cohenが男性Belloに変じ，　LeoP・
old自身は女性に変じて彼（彼女？）Belloのひどい仕打ちを甘受するとゆう
想像をいだかせるに至る。（W．Y．　Tindallはこの場面を持にLeopold　Bloom
のmasochismのあらわれである，と言っている。一注（35）参照）この部分
はStephenが，自分のためにあの世で毎日お祈りをしている母親のimageに
興奮してBella　Cohenの店のシャンデリアを持っていたステッキで打ちこわ
す場面とその立ち場は対照的ではあるが，結局両者とも罪の意識良心の苛責
をいだいている存在であることを示唆するものである。
　そしてやがてLeopoldは現実の姿に戻り，　Stephenの保護者的な立場を自
ら買って出るところで，この挿話は終るのであるが，そこに至るまでわれわれ
読者はJoyceの巧名な技法にとらえられてLeopoldの意識の中に案内される
のである。
　総じてLeopoldの意識は被虐者のそれであって，そのことは彼が常に罪の
意識をいだいており，小心な常識人であることをわれわれに示すものである。
彼はまさに“1’homme　moyen　sensue1”（48）なのである。
（3）　Marion　Bloomの意識
　Marion　Bloomの意識の描写は最後の挿話にあらわれるだけであり，’頁数に
してわずか46頁，したがってUlysses全篇の中で占める割り合は微々たるも
のではあるが，その表現形式の独特さにおいて，またその内容において・他に
比類のないものである。まさにそれは，角“last　but　not　least”のものと言い得
るものである。
　Marion　Bloomが読者に紹介されるのは，第4挿話においてLeopold　Bloom
が彼女のために朝食をその寝室に持って行く時である。
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　Nudging　the　door　open　with　his　knee　he　carried　the　tray　in　and　set
it　on　the　chair　by　the　bed　head．
　－What　a　time　you　were，　said．
　She　set　the　brasses　jingling　as　she　raised　herself　briskly，　an　elbow
on　the　pillow．　He　looked　calmly　down　on　her　bulk　and　between　her
large　soft　bubs，　sloping　within　her　nightdress　like　a　shegoat’s　udder．
The　warmth　of　her　couched　body　rosed　on　the　air，　mingling　with　the
fragrance　of　the　tea　she　poured．（49）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この紹介は短いものであるが最終の挿話における彼女のmonologueを充分．に
予想させるものである。
　次にわれわれ読者が彼女にお目にかかるのは，第10挿話においてであって，
この挿話は同一時刻におけるダブリンの処々における状景描写の挿話で映画的
手法によっている（Joyceがダブリンに映画館を創設したことと考え合わせる
と面白い）。この場合には彼女の“aplump　bare　arm”だけが窓から見えて，
一本足の水兵に銅貨を投げ与えるだけであって，その姿はあらわれない。
　Ap正ump　bare　generous　arm　shone，　was　seen，　held　forth　from　a　white
pettiとoatbodice　and　taut　shiftstraps．　A　woman’s　hand　flung　forth　a
coin　over　the　area　railings．　It　fell　on　the　path．（50）
彼女が直接姿をあらわすのは，以上の二つの場面だけであるが，われわれ読者
は最終の挿話に到達するまでにはLeopold　Bloomの意識を通して，実は彼女
には何回となくお目にかかったのと同じ程彼女についての知識は幾分持つよう
に仕向けられているのである。
　彼女の意識の流れ　　いやそれは「流れ」と言うには余りにも自由奔放であ
りすぎるのだが　　の1eitmotifはやはり夫Leopoldについての意識であ
る。彼女の意識は次から次にと目まぐるレく移り，変化してゆくのであるが，
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ある点までゆくとそれは常にLeopoldのことに戻り，またそこから連想のあ
やが織りなされてゆくのである。
　最終挿話の冒頭は，夫Leopoldがベッドにもぐりこみながら明朝（正確に
は今朝）の食事の準備を妻Mollyに命じるのであるが，そのことについての
彼女の意識内での反応に始まるのである。
　Yes　because　he　never　did　a　thing　like　that　before　as　ask　to　get　his
breakfast　in　bed　with　a　couple　of　eggs　since　the　Cゴ砂Arms　hoteI
when＿（51）
そして彼女の連想は，ここから自由奔放に四方に拡がる洪水の如くに盗れてゆ
　くのである。昼間行なわれたBoylanとの情事のこと，娘時代に過した
Gibraltarの思い出，自分の娘Millyのこと，自己の肉体が男性にとっていか
に魅力があるかとゆうこと，男性と女性との肉体的な関係のことetc．，しかし
常にそれ等の連想は夫Poldy（妻からは愛称のPoldyという名で呼ばれてい
るので・MarionをMollyと書いたので，以下Leopoldのことをこの名前で
書くことにする）への連想に戻るのであって，いわば彼女の連想はPoldyを
中心にして廻転している渦巻きのようなものである。　　　　　　’
　彼女の意識内容の特徴はsexualであることだ。概してsexに関しては他
人には隠すのが普通であり，また情事には罪の意識が伴なうものであるが，彼
女の場合にはそれが全然見られないのであって，彼女はsexに関しては極め
てfrankな態度を持っているのである。この事は彼女の一つの特徴であると
・言うことが出来よう。たとえば彼女の初恋の入Mulveyの思い出は次の如き
ものである。
Imight　recognize　him　hes　young　still　abot　40　perhaps　hes　married
some　girl　on　the　Blackwater　and　is　quite　changed　they　all　do　they
havent　half　the　charater　a　woman　has　she　little　knows　what　I　did
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with　her　beloved　husband　befoe　he　ever　dreaInt　of　her　in　broad　day．
light　too　in　the　sight　of　the　whole　world　you　might　say　they　could
have　put　an　article　about　it　in　the　chronicle．．．（52）
これは初恋の人Mulveyの妻となったであろう女性に対してのsexの面にお
ける一種の勝利感であり，Poldyのmasochisticなのに対して彼女のsadistic
な，そしてexhibitionisticな性格をあらわしている。
　また自分が今まで行なった不義については，それは「女の性」である，とゆ
うふうに割り切って彼女は考えているのである。つまり“＿if　lm　an　adultress
as　the　thing　in　the　gallery　said　O　much　about　it　if　thats　allthe　harmever
we　did　in　this　vale　of　tears　God　knows　its　not　much　doesnt　everybody
only　they　hide　it　I　suppose　thats　what　a　woman　is　supposed　to　be　there
for　or　He　wouldnt　have　made　us　the　way　He　did　so　attractive　to　men．．．”（53）
と。このようにsexに関して極めてfrankで大担であることは，この挿話が
彼女の半醒半睡の状態での意識をあらわしたものであるからであって，それは
したがって，社会的な拘束が絶たれ，且つ道徳的な束縛から完全に解放された
状態においての意識であるからだ，と言えないこともないが，しかしBoylan
とのこの日の午後の情事や，夫Poldyの意識に去来する彼女のimageから観
て，この挿話に表現されている彼女のsexに対する意識はやはり極めてfrank
であることは事実であり，この態度こそが彼女にとってはnaturalな態度なの
である。
したがって彼女が女性としての魅力を男性に訴えるための技巧は高度に巧妙な
ものであり，彼女はこの面において本質的にtechnicianであるのだ。　Poldy’
が彼女に求婚しようとした時に如何にそれをかわして，彼をじらして彼にます
ます彼女に対する恋慕の情をつのらせるようにしたか。彼女のそれについての
思い出は次のようである。
＿only　for　I　put　him　off　letting　on　I　was　in　a　temper　with　myhands
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and　arms　full　of　pastry　flour　in　any　case　I　let　out　too　much　the　night
before　talking　of　dreams　so　I　didnt　want　to　let　him　know　more　than
was　good　for　him．．．（54）
またこの日の情夫Boylanに対しては“Imade　him　sit　on　the　easychair
purposely　when　I　took　off　only　my　blouse　and　shirt　first　in　the　other　room
he　was　so　busy　where　he　oughtnt　to　be　neverfelt　me　I　hope　my　breath
was　sweet　after　those　kissimg　comfits（55）という手練手管を用いているのであ
り，Boylanの後釜として急に彼女の意識に登場してきたStephen　Dedalusに
対しては，彼の気持を自分の方に傾けさせるべく“Ill　read　and　study　all　I
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コcan　find　or　learn　a　bit　off　by　heart　if　I　knew　he　likes　so　he　wont　think
me　stupid　if　he　thinks　all　women　are　the　same　and　I　can　teach　him　the
other　part”（56）という具．合に，次の獲物を狙う牝駒の如く周到な計画をねるの
である。
　　このような男性に対する手練手管の裏には，おのれの女性としての魅力に対
する自信と，またそれを男性に強く訴えようとする感情があるのであって，そ
の反面には男性に対する軽蔑の感情が存在しているのである。そのことは
Boylanとの情事を思い起して，“OLord　I　must　stretch　mysely　l　wished　he
was　here　or　somebody　to　let　myself　go　with　and　come　again　like　that”（57）
　　　　　　　　　　　　　　　　　－
とBoylanが，あるいは誰か他の男性でもいいから　（但しこの場合夫Poldy
は彼女の対象には入っていない）側に居てくれたらと考えながらその反面では
Boylanのことを‘‘the　savage　brute”と思ったりもするのである。そしてこ
の念は容易に憎悪の念へと発展するのである。つまり彼女はMrs．　PurefQyの
難産のことを昼間聞くのであるが，そのことについては“and　Mina　Purefoys
husband　give　us　a　swing　out　of　ydur　whiskers　filling　her．　up　■ith　a
child　or　twins　once　a　year　as　regular　as　the　clock　always　with　a　smell　of
children　off　her　the　one　they　called　budgers　or　something　like　a　nigger
with’＝@shock　of　hair　on　it　Jesusjack　the　child　is　a　black　the　last　time　I
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　　　　　【　　．
was　there　a　squad　of　them　falling　over　one　another　and　bawling　you
couldnt　hear　your　ears　supPosed　to　be　healthy　not　satisfied　till　they　have
us　swollen　out　like　elephants　or　I　dont　know　what　supposing　I　risked
having　another　not　of　him　though　still　if　he　was　married　Im　sure　hed
have　a　fine　strong　child　but　I　dont　know　Poldy　has　more　spunk　in　him”（58）
と，彼女の夫に，そして男性一般に（これは代名詞がtheyになっていること
でわかる）憎悪の念をぶちまけており，結局は自分の夫への軽蔑にそれは移っ
ていってることでもわかる。　　　　　　　　　　　　　’
　そして何よりも彼女の夫Poldyに対する彼女の感情にはこの念が含まれた
上での愛情であることがこの挿話全体にわたって，数多くある彼への連想にち
りばめられている。
　このようにしてMollyの意識は移り，結局はPoldyが彼女に求婚して彼女
が“yes”の返事をした思い出に終るのである。　Ulyssesの冒頭が海の状景で
始まったのと同じように，彼女の“yes”の返事の思い出も海の連想からつら
なって出て来るのである。たゴ冒頭のそれが死の調べをただよわせているのに
対して，彼女のimageに浮かぶ海はジャスミン，ゼラニウム等の草花の連想
を伴なう「時には火のように赤く，輝やく夕日，そしてAlameda庭園のいち
じくの木」（59）を思わせる海であり，それは婚姻に，そして新しい生命の誕生
へとつらなることを予想させる海である。
（4）　三つの意識の関係
　以上観察してきたところからわかるように，Stephen　DedalusとLeopold
Bloom’の性格したがって性格に当然規制される意識内容の質は全く対照的な
ものである。一言にして言うならばStephenのそれは宗教的な罪の意識を中
心として，そしてLeopold　Bloomのそれは寝とられ夫であることの自嘲を中
心問題として展開されているのである。それはつまり，Stephenの文学青年的
な知性と，Poldyの中年の家庭人としての感覚的な，受動的な意識との対照で
ある。そしてStephenとPoldyとの対照は「父を失なった息子」と「息子を
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失なった父」との対照でもある。Stephenにとっては実の父親であるSimon
Dedalusはまだ生存しているとはいえ，彼との父子としての精神的なつながり
は既に失なわれているのであることは，Stephen自ら祖国，宗教，家庭と絶縁
してexileの道を選び，パリに留学したのであり，更に母の危篤を知らせる電
報でダブリンに呼び戻されているとはいえ，母の死後は父親の家をとび出して
Sandymountの浜辺の廃塔に住んでいることが，このsymbolである。また
Poldyにとっては生後11日目で死んだ息子のRudyに相当する人物を無意識
のうちに探し求めているのであり，このことは彼のこの日の一日の意識がしば
しばRudyに及び，彼さえ生きていてくれたらと望む心にあらわされている
（前掲引用文（26）（27）参照）
　Stephenの場合には求める父親は飽くまで精神的なものであり，そのことは
自分の姓Dedalusをギリシャの工人Daedalusに凝して，“Old　Father，　old
artificer，　stand　me　now　and　ever　in　good　stead．”（60）と祈りをこめた青年が，
その気負いも，高揚した精神も失なって，傲慢で孤高の精神だけを保持してい
る廃残の姿をUlyssesにあらわした時，それはまさに憐れにも翼を太陽の熱
で熔かされて地上に落ちたIcarusの姿であり，そのIcarusが精神的な父子
関係を見出そうとすることは，父親Daedalusの持つ技工の完成を目ざすこと
の暗示であって，Stephenにとってはそれは，人生のrealityを探求し，自ら
に課したartistとしての使命を果たそうとする意志のsymbolである。
　またPoldyの場合，死んだRudyの姿を現実のStephen　Dedalusに見て
とろうとする努力は，Rudy．の死後以来絶えてなかった妻Mollyとの正常な
夫婦生活の復活を望むsymbolである。
・したがってStephenにとって，そしてまたPoldyにとって，相互の意志の
疎通が実現されただろうか，ということが次の問題となるのである。第15挿話
の最後においてCarr兵卒に殴打されて倒れたStephenをPoldyが保護者然
として見守り，その世話をして助けおこすのであるが，その時Poldyの意識
の中において，現実のStephenの姿から死んだRudyの姿か浮かび上ってく
る。
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　　しかしながらStephenの方で果たしてとれに応じる意識を持ったであろう
か。もち論上に引用された場面ではそれは不可能であったろう。上の場面から
47頁後の第16挿話の中で作者Joyceは次のように説明している。
　　Though　they（Stephen　and　Poldy）didn’t　see　eye　to　eye　in　everything，
acertain　analogy　there　somehow　was，　as　if　both　their　minds　were
travelling，　so　to　speak，　in　the　one　train　of　thought．（62）
と。っまり「二人のminds（思考）はここで漸く同一の方向に向き，
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二人の意
識の間にあるanalogy」が形成されて両者が相互に求め合うものに遭遇したか
に見えるのであるが，結局それは飽くまでも単なるanalogyに過ぎなかったの
であり，単に思考がたまたま同一の方向に向かったとゆう形式的なことにすぎ
なかったのである。PoldyはStephenに対して保護者のような，また賓客に
対するような感情を持って遇しようとするのであるが，Stephenの方は相変ら
ず自らの意識の殻の中にとじこもっていて，その殻を打ち破ろうとはしないの
である。PoldyがStephenをEccles街の自宅に連れて来て“special　hospita－
1ity”を示すために客用のカップに妻Mollyの朝食用としてとってあるviscous
creamをココアにたっぷり入れて，　Stephenにすすめるのであったが，　Stephen
のそれに対する反応は次のように冷淡なものであった。
　Was　the　guest（Stephen）conscious　of　and　did　he　acknowledge　these
marks　of　hospitality？
　His　attention　was　directed　to　them　by　his　host　jocosely　and　he　accepted
them　serioitsly　as　they　drank　in　jocoserious　silence　Epps’s　massproduct，
the　creature　cocoa．（63）
　つまりStephenはPoldyの冗談ぶりには一向に乗ってこようとしない，
かたくななきまじめさを持ち，沈黙を守っているのであって，そのために
Poldyは「観察によってではあるが，誤って」この客人StePhenに対する判
断を下すのである。（64）つまり彼等の父親としての意識，息子としての意識は
ついに融合点を見出し得なかったのである。そしてStephenはPoldyの切な
るすすめにもかかわらず，帰るべき場所もないのに（借りている塔の鍵は，朝
そこを出る時に同居人のMulliganにとられたため）一人情然と夜明け近い街
の中に去って行くのである。実はこれは前に引用した（61）で，Poldyの脳裏
に映じたRudyの姿がPoldyの呼び声にもかかわらず，彼の眼を見ているよ
うな見ていないような姿で本を読み続けているRudyの姿に象徴されていると
ころである。そしてこれらの姿には，人間の宿命とでも言うべき孤独の影が濃
　　　　　　　　　　　　　　　一43一
厚に漂よっているのではないだろうか。それは最終の挿話で，同余しながらも
Poldyはすぐに眠りにおちいり，　Mollyは半醒半睡の意識で自分勝手な連想の
枝道をたどっていることにもあらわされているのであって，現代人は本質的に
孤独であるとゆうJoyceの強固な信念のあらわれであると観ることが出来る。
　以上のように観るとStephenとPoldyとMollyとは，打度Ulyssesが三
部に分けられた構成を持っているように，単におのおのが全く孤立した三つの
意識としてのみ描写されているのに過ぎないように思われるのであるが，もし
そうだとすればUlyssesは三つの意識を単に数学的な和の計算式のように，
つまり「Stephenの意識＋Poldyの意識＋Mollyの意識」，とゆう具合に表わし
たものとなり各項の間の関係は全く無きものとなってしまう。それはしたがっ
てPortaitにおいてなした，たs’一つの意識の描写を単に三つ併置したとゆう
ことに他ならないのであって，PortraitとUlyssesの間には何等本質的な差
はなく，Ulyssesの場合には表現形式の多様によって読者の眼をうばっている
のに過ぎないのだ，とゆうことになってしまう。果たしてそうだろうか。
　先に観たようにPoldyの方ではStephenに死んだ息子のRudyの影を認
めたにしても，現代のTelemachusであるStephenの方ではPoldyに父親と
してのimageを持つには至らなかったのである。とすると一応Poldyと
Stephenとの間に父子関係は成立しなかったものと観てよいであろう。　（65）
ではPoldyとStephenとは単なる行きずりの知人であり，　Poldyが勝手に
s
に吾が子』Rudyのおもかげを想像して，一方的にhospitalityを示したとゆう
問がらにすぎないのであろうか。
先程のStephenの冷淡な反応ぶりを見た数頁後で，われわれは次のような奇
妙な場面に遭遇する。つまり両者共Mrs．　Riordanの共通の知り合いであった
ことがわかり，ようやく沈黙が破られる。そして彼等のおのおのの父親は共に
ダブリンに移住して来た，いわばダブリンにとっては異邦人であること，そし
てPoldyは“only　born　male　transubstantial　heir”であり，．Stephenは
“eldest　surviving　male　consubstantial　heir”であるという似ている境遇に置
かれていることが判明して両者の距離は著しく，且つ急激に縮少され，両者共
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RethgarのThree　Patrons教会のCharles　Malone，　C．　C．によって洗礼を受
けたことを発見する。そしてついに次の一節が続くのである。
　Did　they　find　their　educational　careers　similar？
　Substituting　Stephen　for　Bloom　Stoom　would　have　passed　successively
through　a　dame’s　school　and　the　high　schoo1．　Substituting　Bloom　for
Stephen　Blephen　would　have　passed　successively　through　the　prepara－
’tory，　junior，　middle　and　senior　grades　of　the　intermediate　and　through
the　marticulation，　first　arts　second　arts　and　arts　dβgree　courses　of　the
rOyal　UniVerSity．（66）
（イタリックは筆者）
ここではStephenとBloomは完全に融合してしまっているのだ。それは単に
学歴の混合によってのみならず，Stoom，　Blephenという名前の融合によって
示されている。つまりここでは父親としてのLeopold　Bloomと，息子として
のStephen　Dedalusという別個の存在ではなくして，　Leopold－Stephenとゆう
同一体と化しているのであって，それは二つの意識の融合を示すものに他なら
ない。ところで個別的に存在する二つの意識が融合する，などとゆうことは可
能なのであろうか。現実にそれが不可能であるとすれば，このことは二つの意
識の形を借りて，実は同一体の意識の二面を表現したのではないのだろうか。
つまりBloomもStephenも実は作者Joyceの二面の反映であってもともと
同一体の分身に過ぎなかったのではないのか。Joyce　は　Ulysses　に古典
つdysseyの形式を借りて，　Odysseus対Telemachusという父子関係の枠組
みを施して，その父子関係を更に三位一体の枠に乗せることによって父子同体，
つまり対照的に見えても実は，Bloom・＝Stephenということを暗示したのでは
なかったのだろうか。これについてW．Y．　Tinda11は次のよう言っている。
Father　and　son，　God　and　Jesus，　Ulysses　and　Telemachus，　Bloom　and
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Stephen　are　aspects　of　the　same　person，　now　the　one　and　now　the
other，　more　or　less．（67）
そしてまた，Julian　B．　Kayeも別の観点からではあるが，同一の結論に達し
ているのである。（68）もともと流れて止むところのない意識を文学作品として
定着する方法として，Joyceは以上のような煩環な手続きをとったのであり，
またそのことによってこそこの前人未踏の大作は相当程度の成功をおさめるこ
とが出来たのではないだろうか。
　次にBlephen－StoomとMarion　Bloomとの関係はどうであろうか。言うま
でもなくそれは一応男性対女性の関係であり，それは打度Bloom対Stephen
の関係が一見「父親と息子」の対照的な関係を見せていたと同じように，そし
てより根源的な対照を呈している。　（3）の項で観た如く，彼女の男性に対す
る意識は性の対象としてのそれと，軽蔑ひいては憎悪の対象としてのそれが混
在しているのであるが，それ等は自己対他という関係，つまり対立関係があっ
て始めて成立するものである。
　しかし彼女の意識内における男性は単に以上の如き存在としてだけではない
のである。夫Poldyを彼女はこう思うこともある。“an　hour　he　was　at　them
（my　breasts）Im　sure　by　the　clock　like　some　kind　of　a　big　infant　I　had　at
me＿”（69）と　（イタリックは筆者）。この感情は夫Poldyを通してすべての男
性に持つ彼女の大きな包容力を示すものである。彼女はまさに“Gea－Te11us，
fulfilled，　recumbent，　big　with　seed”（70）なのである。彼女はしたがって善悪を
超越した永遠のcreative　earthの，そしてすべての生命を自らの中に包容する
存在であり，彼女の“naturalness”はこのことのsymbolとして用いられてい
るのである。つまりPoldyもStephenもBlephen－Stoomとなって，この意
味において彼女に依存し，彼女に包容されてしまうのである。
　　　　　　　　，　Stephen，　Poldy及びMollyはcharactersとしては，前に述べた如くそれ
ぞれに孤立した人間であり，現代人の宿命としての孤独を示唆するものである
が，同時にStephenとPoldyはBlephen－StoomとなってMollyに包含され
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る存在である点に，Ulyssesの心理小説としての総合性が観られるのである。
む　　す　　び
Joyceが複雑巧妙を極める表現形式を用いることによって目ざしたところのも
のは一体何であったろうか。それはその表現形式の多岐に亘ると同様に，単一
のものではく多様なものかも知れないが，Ulyssesを心理小説として観る限り
においては，現代社会の中において，おのおのが自己の意識の殻にとじこも
り相ふれることのない，計り知ることの出来ない深い深い孤独に陥っている現
代人の姿を描き出そうとしたもののように思われる。Ulyssesが古典Odyssey
と正確に対応すること（挿話の順序は多少違うが）は，Stuart　Gilbert（71）やそ
の他の研究者（72）の研究でも明らかなことであって，読者を迷わせる程の前人
未踏の煩項な方法を用いて，彼は英雄時代の人々の連帯感と，卑少な現代人の
egoとを対照させたのであった。それはしたがってJoyceの痛烈無比な現代
社会に対する批判の書でもある。
　本文で観てきたようにUlyssesは死のimageで始まり，生のそれで終って
いるのであって，そこにはJoyceの人生に対する深い洞察が秘められている
のであって，それを根底としてその上にStephenとPoldyとMollyの意識
の流れが展開されているのである。たとえれば，それは彼等三人の意識が縦糸
となり，その他種々様々のminor　charactersが横糸になって織り成されたダ
ブリンの一日であって，象徴としてこの一日は抽象化され，普遍化されている
のである。この意味でUlyssesは心理小説として成立が可能なのである。
　死は人生の終りであると同時に，その始めでもある。と言うといかにも奇異
゜にひびくかも知れないが，生命の源である海はまた生命を奪う海でもあり，生
命あるものが死んで帰る大地はまた，あらゆる生命を育むところの大地でもあ
るのだ。この意味において死は生命に隣りするものであり，生命は死から復活
するものであるからだ。
　StephenとLeopold　Bloomとは，知性と感情，精神と肉体，野心家と常識
人，芸術的気質と科学的気質，才子と凡人，といったふうにあらゆる意味にお
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いて対照的な存在として描かれているが，彼等は結局Blephen－Stoomとなり，
Marion　Bloomに包容されるのであって，彼女はまさに生命を育む大地である。
　以上のように両極端は環の一点において合致するという輪廻説はVicoの哲
学の影響である，とはよく言われることであるが，それはともかくとして絶え
ず流動して止まない意識を描写しながらも，その流れに溺れることなく，極度
に煩環な技法を用いながらも，それを単なる技法のための技法に終らせること
がなかったのは，根底にJoyceの強固な哲学と，人生に対する深い洞察があ
ったがためである。
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